ハイドロバレー計画開発促進調査 地点調書
　(事業者名)　　　　　　　　　　       (所属・氏名）  　　　　　　　　　　　　　　　(TEL)　            　　　　(FAX) 　             　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(E-MAIL)　                  　　　　　　　　　　　                 平成　　年　　月
	地 点 名
	 eq \o\ad(水系名,　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(河川名,　　　　　　　　)
	発　　　電　　　計　　　画
	希望調査内容　注５）
	既調査内容

(調査精度)

	
	
	
	発電方式

型　　式
	Ｐ

(最大出力)

(ｋＷ)
	Ｑ

(最大使用水量)

(m３/s)
	Ｈ

(有効落差)

（m)
	取水位

放水位
	ＣＡ

(流域面積)

(km２)
	建設単価

(円/kWh)
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	発電計画の詳細
	開発スケジュール、地域指定等

	　発電計画の概要
	
	開発スケジュール
	

	　設備概要
	　取水堰
	高　さ：　　　ｍ、堤頂長：　　　ｍ

※既設構造物を利用する場合はその概要を記載して下さい。
	計

画

地

点

の

地

域

指

定

等
	自然公園等の指定
	該当する　・　該当しない
	　※該当する場合、区域を地形図に示したものを添付して下さい。



	
	　導水路
	形　式：

延　長：　　　ｍ
	
	
	
	

	
	　水槽
	形　式：
	
	地滑り指定
	該当する　・　該当しない
	　※該当する場合、区域を地形図に示したものを添付して下さい。



	
	　水圧管路
	形　式：

延　長：　　　ｍ
	
	
	
	

	
	　放水路
	形　式：

延　長：　　　ｍ
	
	砂防指定
	該当する　・　該当しない
	　※該当する場合、区域を地形図に示したものを添付して下さい。



	
	　その他
	取水口への進入道路の有無（　　　）

発電所への進入道路の有無（　　　）
	
	
	
	

	　所在地
	
	
	漁業権
	あ　る　・　な　い
	　※該当する場合、区域を地形図に示したものを添付して下さい。



	　総工事費
	（千円）
	　※算定資料を添付して下さい。


	
	既得水利権
	あ　る　・　な　い
	

	　年間発電電力量
	（kWh）
	　※算定資料を添付して下さい。


	図

面
	地形図
	あ　る　・　な　い
	縮尺Ｓ＝１／　　　　　



	　流量資料　注３）
	
	期　間：平成　年～平成　年

※流況曲線図・位置図を添付して下さい。
	
	既設構造物の図面
	あ　る　・　な　い
	既設設備を利用する場合



	　水利権等　注４）
	許可水利権　・　慣行水利権　・　新規取得

	資金計画
	〔補助金〕

地域新ｴﾈﾙｷﾞｰ等導入促進事業(NEDO)
・

その他（　　　　　　　）
	〔起債（補助裏）〕



	　電力消費先(予定)
	電力消費先名称
	年間消費電力量
	年間電気量金
	その他特記事項

(水力開発上障害と思わ

れる事項、懸念事項

等をご記入下さい)
	

	
	
	（kWh）
	（千円）
	
	

	
	
	（kWh）
	（千円）
	
	

	
	
	（kWh）
	（千円）
	
	

	
	
	（kWh）
	（千円）
	
	


注１）1/50,000地形図（国土地理院）に計画ルート及び諸元（Ｐ･Ｑ･Ｈ）を、また既設発電所がある場合についてもルート及び諸元を記載して下さい。

２）調査を希望される取水地点や発電所地点等の分かる図面、写真、パンフレット等がございましたら添付してください。

３）発電計画に使用する流量資料がございましたら、その具体的な内容（①既設測水所の場合:測水所名、観測期間、流量資料、測水所所有者等、②流量調査の場合:測水箇所、観測期間、測水方法、測水実施者等）を記載すると共に、測水位置の分かる図面（1/50,000等）を添付してください。

４）上水道、工業用水道及び、農業用水路等の設備を利用する場合は、発電計画のＱ（最大使用水量）の決定根拠となる水利使用規則もしくは、慣行水利権届出資料を添付して下さい。

５）『ハイドロバレー計画策定』では、「水力発電計画」「需要計画」「需給バランス」「開発規模」「開発効果」「助成制度と開発体制」「運営管理方法」等の検討を行います。

６）『ハイドロバレー計画策定』以外に測量や地質等の『関連調査』を希望される場合には、その内容を具体的に記載して下さい。
ハイドロバレー計画開発促進調査 地点調書<記入例>
　(事業者名)　○○○○市　　　　       (所属・氏名）  ○○部○○課　○○　○○　　　(TEL)　000-000-0000　　　　(FAX) 　 000-000-0000　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(E-MAIL)　aaa-aaa@aaa.aa.JP　　　　　　　　　　　                 平成　　年　　月
	地 点 名
	 eq \o\ad(水系名,　　　　　　　　)
	 eq \o\ad(河川名,　　　　　　　　)
	発　　　電　　　計　　　画
	希望調査内容　注５）
	既調査内容

(調査精度)

	
	
	
	発電方式

型　　式
	Ｐ

(最大出力)

(ｋＷ)
	Ｑ

(最大使用水量)

(m３/s)
	Ｈ

(有効落差)

（m)
	取水位

放水位
	ＣＡ

(流域面積)

(km２)
	建設単価

(円/kWh)
	
	

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふ),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(り),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(が),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(な),○)
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふ),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(り),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(がな),川)
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ふ),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(り),○)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(がな),川)
	流込式

水路式
	88
	0.20
	60.0
	410.0

344.0
	90.0
	270
	①発電計画概略設計

【以降の調査項目は関連調査】

②航測図作成（1/5,000）

1.0km×4.0km＝4.0km2
③地形図等作成（1/500）

平面図（発電所地点）

：20,000m2
縦断測量（取水地点）

：400m

横断測量

：50m/測線×6本


	④地表地質踏査

1.0km×4.0km＝4.0km2
⑤ボーリング
取水地点：10m×1本

水　　槽：10m×1本

水圧管路：20m×3本
発電所　：30m×1本


	・○年度 自社

流量調査（1年間）

現地調査

図上検討(1/25,000)

・○年度　○○経産局

発電水力調査



	発電計画の詳細
	開発スケジュール、地域指定等

	　発電計画の概要
	(例１) ○○川水系○○川に計画する流れ込み式の発電計画

(例２) ○○土地改良区所有の既設農業用水路を利用した発電計画

(例３) ○○県所有の既設砂防えん堤を利用した発電計画

(例４) ○○市の既設上水道施設を利用した発電計画
	開発スケジュール
	当市では、京都議定書批准を受け、平成21年に「カーボンダイエット戦略」と銘打ってCO2削減対策を実施することとなり、各課にCO2削減量が割り当てられている。平成17年には新エネルギービジョンを策定し、市に既設農業用水路を利用した有望な水力地点が存在することが判明したことから、農林水産課としてCO2削減割当量を達成するとともに農業生産基盤の整備と農村生活環境の整備を総合的の実施するため、平成23年を目処に水力発電所を運転開始すべく、平成22年に工事着工できるよう調査を進めたい。

	　設備概要
	　取水堰
	高　さ：　　２ｍ、堤頂長：　　５ｍ

※既設構造物を利用する場合はその概要を記載して下さい。
	計

画

地

点

の

地

域

指

定

等
	自然公園等の指定
	該当する　・　該当しない
	　※該当する場合、区域を地形図に示したものを添付して下さい。

○○国立公園（第３種特別地域）

	
	　導水路
	形　式：開水路
延　長：　　10ｍ
	
	
	
	

	
	　水槽
	形　式：鉄筋コンクリート　無圧式
	
	地滑り指定
	該当する　・　該当しない
	　※該当する場合、区域を地形図に示したものを添付して下さい。



	
	　水圧管路
	形　式：埋設、FRPM管
延　長：　 100ｍ
	
	
	
	

	
	　放水路
	形　式：鉄筋コンクリート

延　長：　　10ｍ
	
	砂防指定
	該当する　・　該当しない
	　※該当する場合、区域を地形図に示したものを添付して下さい。



	
	　その他
	取水口への進入道路の有無（　有　）

発電所への進入道路の有無（　有　）
	
	
	
	

	　所在地
	○○県○○郡○○町○○・・・
	
	漁業権
	あ　る　・　な　い
	　※該当する場合、区域を地形図に示したものを添付して下さい。

○○川漁業組合（計画地点全域）

	　総工事費
	000,000（千円）
	　※算定資料を添付して下さい。


	
	既得水利権
	あ　る　・　な　い
	減水区域内(取水口～放水口)に慣行水利権（灌漑用水）がある（0.05m3/s）。

	　年間発電電力量
	000,000（kWh）
	　※算定資料を添付して下さい。


	図

面
	地形図
	あ　る　・　な　い
	縮尺Ｓ＝１／　5,000　

森林基本図(航測図)



	　流量資料　注３）
	○○測水所

・○○電力所有

・経済産業省指定
	期　間：平成10年～平成19年

10ヶ年日平均流量データ

※流況曲線図・位置図を添付して下さい。
	
	既設構造物の図面
	あ　る　・　な　い
	既設設備を利用する場合

河川整備調査測量図

（落差工構造図、河川縦断図）

	　水利権等　注４）
	許可水利権　・　慣行水利権　・　新規取得


	資金計画
	〔補助金〕

地域新ｴﾈﾙｷﾞｰ等導入促進事業(NEDO)

・

その他（　　　　　　　）
	〔起債（補助裏）〕

(例)過疎対策事業債、合併特例債、一般単独事業債、ミニ公募債　etc

	　電力消費先(予定)
	電力消費先名称
	年間消費電力量
	年間電気量金
	その他特記事項

(水力開発上障害と思わ

れる事項、懸念事項

等をご記入下さい)
	・水路ルートには、一部民有地（地権者２名）がある。

・減水区間内に景勝地があるため、一定期間取水不可能な時期がある。

・発電所直近に私営の魚釣り場がある。

・既設設備を利用するが設備管理者の了解が得られていない。

	
	①勤労青少年ホーム
	00,000（kWh）
	000（千円）
	
	

	
	②老人福祉センター
	00,000（kWh）
	0,000（千円）
	
	

	
	③下水道中継ポンプ場
	00,000（kWh）
	000（千円）
	
	

	
	④小学校
	00,000（kWh）
	000（千円）
	
	


注１）1/50,000地形図（国土地理院）に計画ルート及び諸元（Ｐ･Ｑ･Ｈ）を、また既設発電所がある場合についてもルート及び諸元を記載して下さい。

２）調査を希望される取水地点や発電所地点等の分かる図面、写真、パンフレット等がございましたら添付してください。

３）発電計画に使用する流量資料がございましたら、その具体的な内容（①既設測水所の場合:測水所名、観測期間、流量資料、測水所所有者等、②流量調査の場合:測水箇所、観測期間、測水方法、測水実施者等）を記載すると共に、測水位置の分かる図面（1/50,000等）を添付してください。

４）上水道、工業用水道及び、農業用水路等の設備を利用する場合は、発電計画のＱ（最大使用水量）の決定根拠となる水利使用規則もしくは、慣行水利権届出資料を添付して下さい。

５）『ハイドロバレー計画策定』では、「水力発電計画」「需要計画」「需給バランス」「開発規模」「開発効果」「助成制度と開発体制」「運営管理方法」等の検討を行います。

６）『ハイドロバレー計画策定』以外に測量や地質等の『関連調査』を希望される場合には、その内容を具体的に記載して下さい。
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（Microsoft Word版）





（Microsoft Word版）





別紙－２








